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栗東市のはずれに、障碍をもった子供達の（ 家 ）と（ 学校 ）以外に、もう一つ（居場所）が増えました。

＜ 栗東元気玉クラブ ＞ 栗東市障碍児地域活動施設です。１０年あまり前、草津市の保護者の方達がたちあげた＜元気玉クラ

ブ＞に４年程前、栗東に住む子供達も参加させてもらい、２００４年７月に保護者の願いにより栗東市が建物を建て、指定管理

制度で（保護者会）が委託を受けて開所となりました。障碍をもった子供の余暇支援と親の勤労支援をかねていて、現在草津養

護学校と地域の障級に通う、小学～高等部までの１４名が在籍しています。地域の主婦や高校生、大学生さんとマンツーマンで、

毎日すったもんだをくりひろげています。やはりあたり前の（遊ぶ）ということが一番難しいかな・・・でも拠点ができたこと

によって日替わり場所を探さなくてもよくなり、キッチンもあり食べる事はもちろん、近くのスーパーへ（お買い物）、近くの

高野公園（てんまんぐうの大きなブランコ）（遠くの公園）と子供達の「ここに行く」と指さす（写真地図）が一つずつ増えて

きています。それも特製の玉あり自転車に乗って・・・近くの（畑）を公民館よりお借りして、じゃがいもと玉ねぎを植えまし

た。子供達の大好きなカレーの材料になります・・・ほんの・・・生活の一コマですが、「これしたい」「あっちいきたい」とい

う子供達の生き生きした表情が見え始めました。それを後追いしながら少しずつ地域の中に＜元気玉＞の＜居場所＞を実感して

いる今日このごろです。小さな施設ですが, ちょっと遊びにおたちよりください。

学生さん達がホームページも作ってくれています

栗東元気玉クラブ 檜山 保子

３月２０日 （ 日 ）フリーマーケット開催

とあつたか農園

少し肌寒い日ではありましたが、たくさんの方々に足を

運んで頂き、楽しい一日になりました。ご協力頂きました

たくさんの方々のおかげです。ありがとうございました。

日赤奉仕団石部支部の方々には何から何までお世話になり

ました。定期的に開催できれば

と思いますので、引き続きみな

さんのご支援とご協力をよろ

し くお願い致します。

トールペイント寄贈ありがとう

石部在住 植道さん 菩提寺在住 山下さん

今年のひどい花粉て゛始めて花粉症を経験した人も多

いのではないでしょぅか？つらい日々も５月のさわやか

な風と共に去っていきます。４月は進学、進級、人事異

動の季節でした。出会いと別れを繰り返し、成長してい

くのです。私たちは決して一人では生きていけません。

たくさんの人たちとふれ合い、助け合いそして自分がい

るという事に感謝して、一日一日を大切にしていきたい

と思います。

ノーマライゼーション
４月は私たちスタッフも新任研修があり、㈱なんてん

共働サービス設立からあったかほーむ事業に至るまでの

経緯などを学びました。その中で原点になる言葉はこの

言葉でした。（ノーマライゼーション：健常者も障碍者も

老いも若きも共に、お互いの違いや価値を認め合い、足

りないところはお互い助け合って、一緒に生きていける

社会を作ろう）ということです。私たちにとって普通に

暮らすということが障碍のある人たちにとってどんなに

大変な事か、障碍は乗り越えるものではなく、向き合う

ものだということ。今日出来た事が明日は出来ないかも

しれないという身体的な衰えと向き合う辛さや厳しさを

始めて学びました。

農園札 自宅を店舗として公開 あったかウエルカムボード

あったか便りでは、趣味や特技でが

んばっている方をご紹介させて頂き

ます。情報お待ちしています。

あったか 実施サービス

＜子育て支援＞

親子サロン・幼児一時預かり・学童保育

＜シルバー生きがい支援＞

シルバーボランティア・高齢者による子育て支援

＜余暇かつどう支援＞

あったか倶楽部

・・・がんばる母親達・・・

現代の矛盾した世の中の中で子供をどう守り育てていくか。

子供一人一人の個性を認められない世の中になっているのではないでしょうか？

一人では行動出来ない大人が増え、みんなと同じでないと納得出来ない大人が増え

ています。自分の子だけを保護し、他の子を非難するのではなく、ほんの少しのゆと

りを持ってみんなで子供達を守っていける社会に。。。子供の持っている力をもっと信

じて、一人一人の個性を大切にしていける社会になるといいのにと思います。働いて

いるお母さんも、障碍のあるお母さんも、障碍のある子をもつお母さんも、みんな子

供を愛しがんばっているのです。

そんな社会だからこそ、あったかほーむのような世代を超えた、障碍のある人もな

い人も集える、仕事をしながらがんばっているお母さんが安心して子供を預ける事が

できる場所が必要なのだと思います。私たちスタッフは未熟ではありますが、がんば

っているお母さん達の何か一つでもお役にたてればと思って頑張ります。高齢者の

みなさんどうかそんなお母さん達にあなた達の経験を教えて下さい。




